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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、前記筐体に対して開閉自在に取付けられたフロントドアと、前記筐体内に着脱
自在に収容されるリールユニットと、を備えた遊技機であって、
　前記リールユニットは、複数の図柄が表示された複数のリールと、前記複数のリールを
回転自在に支持する支持体と、を有し、
　前記フロントドアは、前記複数のリールを視認させることが可能な表示窓を有し、
　前記支持体は、前記表示窓から視認可能な領域外に、前記フロントドアと前記複数のリ
ールとの間の隙間を塞ぐよう前記表示窓側にせり出したせり出し部を有し、
　前記遊技機は、さらに、
　前記フロントドア側に設けられた電装品と前記筐体側に設けられた電装品とを電気的に
接続するハーネスと、
　前記ハーネスを結束するための結束部材と、を備えており、
　前記フロントドア側に接続される前記ハーネスの接続位置は、前記せり出し部よりも上
に位置しているとともに、前記筐体側に接続される前記ハーネスの接続位置は、前記せり
出し部よりも下に位置しており、
　前記結束部材により前記ハーネスが結束されている場合は、前記フロントドアを閉状態
にした際に、前記せり出し部により前記ハーネスが前記フロントドア側に押し当てられる
ことはなく、
　前記結束部材により前記ハーネスが結束されていない場合は、前記フロントドアを閉状
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態にした際に、前記せり出し部により前記ハーネスが前記フロントドア側に押し当てられ
、
　前記せり出し部は、前記支持体の開口が形成された前記遊技機の正面側の左右の両縁か
ら前記遊技機の正面側に突出した一対の突出片と、前記遊技機の左右方向に延在するよう
、前記一対の突出片間の前記遊技機の正面側に設けられた干渉防止片とを含み、
　前記干渉防止片は、前記遊技機の正面側に近づくに連れて下方に傾斜する上面を有する
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記せり出し部は、前記複数のリールの下部を取り囲むように前記支持体に設けられて
おり、前記リールユニットの着脱時に把持可能な取っ手としての機能を兼ね備えることを
特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチスロ機等の遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の遊技機は、筐体内や筐体に対して開閉自在なフロントドアに各種配線や複数の
配線を束ねたハーネスなどが配策されている。このような配線及びハーネス（以下、ハー
ネス類という）の中には、一端がフロントドア側に他端が筐体側に取り付けられたものが
ある。こうしたハーネス類は、フロントドアの開閉に応じて撓みが生じることがある。ハ
ーネス類が撓むと、撓んだハーネス類がフロントドアと筐体との間に挟まる等、様々な不
具合が生ずる。
【０００３】
　従来、上述したような不具合を解消することを目的として、フロントドアの開閉に応じ
て撓みが生じないように配線の余剰分を収容する配線保持部材を備えた遊技機が知られて
いる（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２８９７３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述の従来の遊技機にあっては、配線保持部材が配線の途中にぶら下が
るようにして取り付けられており、筐体やフロントドアに固定されているものではない。
このため、フロントドアを開閉する際に、配線が筐体内あるいはフロントドアに設置され
た他の部材に接触してしまうおそれがある。
【０００６】
　特に、パチスロ機等の遊技機において、高速で回転するリールにハーネス類が接触する
と、リールの回転に影響が出たり、配線やハーネス自体が損傷するおそれがある。
【０００７】
　この点、ハーネス類のリールへの接触を回避するために、例えばクランプなどの支持部
材によってハーネス類を筐体やフロントドアに固定することも考えられる。しかし、支持
部材からハーネス類が外れてしまうと、リールへのハーネス類の接触を回避できないおそ
れがある。
【０００８】
　本発明は、上述のような事情に鑑みてなされたもので、リールへのハーネス類の接触を
回避することができる遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　本発明に係る遊技機は、上記目的達成のため、筐体（キャビネット２ａ）と、前記筐体
に対して開閉自在に取付けられたフロントドア（２ｂ）と、前記筐体内に着脱自在に収容
されるリールユニット（３）と、を備えた遊技機（パチスロ機１）であって、前記リール
ユニットは、複数の図柄が表示された複数のリール（３Ｌ，３Ｃ，３Ｒ）と、前記複数の
リールを回転自在に支持する支持体（３ａ）と、を有し、前記フロントドアは、前記複数
のリールを視認させることが可能な表示窓（４）を有し、前記支持体は、前記表示窓から
視認可能な領域外に、前記フロントドアと前記複数のリールとの間の隙間を塞ぐよう前記
表示窓側にせり出したせり出し部（３０）を有し、前記遊技機は、さらに、前記フロント
ドア側に設けられた電装品と前記筐体側に設けられた電装品とを電気的に接続するハーネ
ス（３５）と、前記ハーネスを結束するための結束部材（クリップ３７）と、を備えてお
り、前記フロントドア側に接続される前記ハーネスの接続位置は、前記せり出し部よりも
上に位置しているとともに、前記筐体側に接続される前記ハーネスの接続位置は、前記せ
り出し部よりも下に位置しており、前記結束部材により前記ハーネスが結束されている場
合は、前記フロントドアを閉状態にした際に、前記せり出し部により前記ハーネスが前記
フロントドア側に押し当てられることはなく、前記結束部材により前記ハーネスが結束さ
れていない場合は、前記フロントドアを閉状態にした際に、前記せり出し部により前記ハ
ーネスが前記フロントドア側に押し当てられ、前記せり出し部は、前記支持体の開口が形
成された前記遊技機の正面側の左右の両縁から前記遊技機の正面側に突出した一対の突出
片（３１）と、前記遊技機の左右方向に延在するよう、前記一対の突出片間の前記遊技機
の正面側に設けられた干渉防止片（３２）とを含み、前記干渉防止片は、前記遊技機の正
面側に近づくに連れて下方に傾斜する上面を有する。
【００１０】
　この構成により、本発明に係る遊技機は、リールユニットの支持体がせり出し部を有し
、そのせり出し部が表示窓から視認可能な領域外においてフロントドアと複数のリールと
の間の隙間を塞ぐよう表示窓側にせり出している。このため、結束部材にハーネスが結束
されていない場合に、筐体に対してフロントドアを閉鎖したときには、筐体内やフロント
ドアに配策されたハーネス（３５）がせり出し部によって表示窓側に押し当てられる。こ
れにより、ハーネスがリールに接触することを回避することができる。
【００１１】
　また、本発明に係る遊技機は、特にリールへの接触のおそれがある、フロントドア側に
設けられた電装品と筐体側に設けられた電装品とを電気的に接続するハーネスに対して有
効である。さらに、本発明に係る遊技機は、せり出し部の干渉防止片が遊技機左右方向に
延在するよう設けられているので、筐体内のホッパ装置（４３）や電源装置（４４）等が
表示窓から視認されることを防止することができる。
【００１２】
　また、本発明に係る遊技機において、前記せり出し部は、前記複数のリールの下部を取
り囲むように前記支持体に設けられており、前記リールユニットの着脱時に把持可能な取
っ手としての機能を兼ね備える。これにより、本発明に係る遊技機は、リールユニットの
着脱に際してはせり出し部を取っ手として利用することによってリールユニットの着脱を
容易に行うことができる。また、せり出し部が複数のリールの下部を取り囲むように支持
体に設けられているので、支持体のスライド動作をスムースに行うことができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、リールへのハーネス類の接触を回避することができる遊技機を提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施の形態に係るパチスロ機の機能フローを示す図である。
【図２】本発明の実施の形態に係るパチスロ機の外部構造を示す全体斜視図である。
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【図３】本発明の実施の形態に係るパチスロ機の内部構造を示すものであって、フロント
ドアを開放した状態を示す斜視図である。
【図４】本発明の実施の形態に係るパチスロ機の電気的構成を示すブロック図である。
【図５】本発明の実施の形態に係るパチスロ機の主制御回路の構成を示すブロック図であ
る。
【図６】本発明の実施の形態に係るパチスロ機の副制御回路の構成を示すブロック図であ
る。
【図７】本発明の実施の形態に係るパチスロ機のフロントドア開放時にハーネスがクラン
プ部材に支持されている状態を示す斜視図である。
【図８】本発明の実施の形態に係るパチスロ機のフロントドア開放時にハーネスがクラン
プ部材から外れている状態を示す斜視図である。
【図９】本発明の実施の形態に係るパチスロ機のフロントドア閉鎖時におけるハーネスと
リールユニットとの関係を示す一部切欠き側面図である。
【図１０】本発明の実施の形態に係るパチスロ機の役物駆動ユニットの動作を説明する側
面図であって、（ａ）は液晶表示装置の下降時、（ｂ）は液晶表示装置の上昇時を示して
いる。
【図１１】本発明の実施の形態に係るパチスロ機の役物駆動ユニットの構成を示す平面図
である。
【図１２】本発明の実施の形態に係るパチスロ機のセレクタの構成を示す正面図である。
【図１３】本発明の実施の形態に係るセレクタの投入センサの検知動作を説明する断面図
であって、（ａ）はメダルの非検知時、（ｂ）はメダルの検知時を示している。
【図１４】本発明の実施の形態に係るセレクタの第１のメダル通過センサの構成を示す斜
視図である。
【図１５】本発明の実施の形態に係るセレクタの第２のメダル通過センサの検知動作を説
明する図であって、（ａ）はメダルの非検知時、（ｂ）はメダルの検知時を示している。
【図１６】本発明の実施の形態に係るパチスロ機のメダル投入口の構成を示す斜視図であ
る。
【図１７】本発明の実施の形態に係るパチスロ機のメダル投入口の構成を示す背面図であ
る。
【図１８】本発明の実施の形態に係るパチスロ機のメダル補助収納庫の収容構造を示す斜
視図である。
【図１９】本発明の実施の形態に係るパチスロ機のメダル補助収納庫の収容構造を示す断
面図である。
【図２０】本発明の実施の形態に係るパチスロ機の十字キーの構成を示す分解斜視図であ
る。
【図２１】本発明の実施の形態に係るパチスロ機の十字キーの組付け時の状態を示す側面
図である。
【図２２】本発明の実施の形態に係るパチスロ機のパネルユニットの構成を示す分解斜視
図である。
【図２３】本発明の実施の形態に係るパチスロ機のパネルユニットの組付け時の状態を示
す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の一実施の形態を示す遊技機であるパチスロ機について、図１～図２３を参照し
ながら説明する。はじめに、図１を参照して、遊技機の実施の形態に係る機能フローにつ
いて説明する。
【００１６】
　本実施の形態のパチスロ機では、遊技を行うための遊技媒体としてメダルを用いる。な
お、遊技媒体としては、メダル以外にも、コイン、遊技球、遊技用のポイントデータ又は
トークン等を適用することもできる。
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【００１７】
　遊技者によりメダルが投入され、スタートレバーが操作されると、予め定められた数値
の範囲（例えば、０～６５５３５）の乱数から１つの値（以下、乱数値）が抽出される。
【００１８】
　内部抽籤手段は、抽出された乱数値に基づいて抽籤を行い、内部当籤役を決定する。こ
の内部抽籤手段は、後述する主制御回路が担う。内部当籤役の決定により、後述の入賞判
定ラインに沿って表示を行うことを許可する図柄の組合せが決定される。なお、図柄の組
合せの種別としては、メダルの払い出し、再遊技の作動、ボーナスの作動等といった特典
が遊技者に与えられる「入賞」に係るものと、それ以外のいわゆる「ハズレ」に係るもの
とが設けられている。
【００１９】
　また、スタートレバーが操作されると、複数のリールの回転が行われる。その後、遊技
者により所定のリールに対応するストップボタンが押されると、リール停止制御手段は、
内部当籤役とストップボタンが押されたタイミングとに基づいて、該当するリールの回転
を停止する制御を行う。このリール停止制御手段は、後述する主制御回路が担う。
【００２０】
　パチスロ機では、基本的に、ストップボタンが押されたときから規定時間（１９０ｍｓ
ｅｃ又は７５ｍｓｅｃ）内に、該当するリールの回転を停止する制御が行われる。本実施
形態では、この規定時間内にリールの回転に伴って移動する図柄の数を「滑り駒数」と呼
ぶ。規定時間が１９０ｍｓｅｃである場合には、滑り駒数の最大数を図柄４コマ分に定め
、規定時間が７５ｍｓｅｃである場合には、滑り駒数の最大数を図柄１コマ分に定める。
【００２１】
　リール停止制御手段は、入賞に係る図柄の組合せ表示を許可する内部当籤役が決定され
ているときは、通常、１９０ｍｓｅｃ（図柄４コマ分）の規定時間内に、その図柄の組合
せが入賞判定ラインに沿って極力表示されるようにリールの回転を停止させる。また、リ
ール停止制御手段は、例えば、第２種特別役物であるチャレンジボーナス（ＣＢ）及びＣ
Ｂを連続して作動させるミドルボーナス（ＭＢ）の動作時には、１つ以上のリールに対し
て、規定時間７５ｍｓｅｃ（図柄１コマ分）内に、その図柄の組合せが入賞判定ラインに
沿って極力表示されるようにリールの回転を停止させる。さらに、リール停止制御手段は
、遊技状態に対応する各種規定時間を利用して、内部当籤役によってその表示が許可され
ていない図柄の組合せが入賞判定ラインに沿って表示されないようにリールの回転を停止
させる。
【００２２】
　こうして、複数のリールの回転がすべて停止されると、入賞判定手段は、入賞判定ライ
ンに沿って表示された図柄の組合せが、入賞に係るものであるか否かの判定を行う。この
入賞判定手段は、後述する主制御回路が担う。入賞判定手段により入賞に係るものである
との判定が行われると、メダルの払い出し等の特典が遊技者に与えられる。パチスロ機で
は、以上のような一連の流れが１回の遊技として行われる。
【００２３】
　また、パチスロ機では、前述した一連の流れの中で、液晶表示装置などの画像表示装置
により行う映像の表示、各種ランプにより行う光の出力、スピーカにより行う音の出力、
あるいはこれらの組合せを利用して様々な演出が行われる。
【００２４】
　スタートレバーが操作されると、上述した内部当籤役の決定に用いられた乱数値とは別
に、演出用の乱数値（以下、演出用乱数値）が抽出される。演出用乱数値が抽出されると
、演出内容決定手段は、内部当籤役に対応づけられた複数種類の演出内容の中から今回実
行するものを抽籤により決定する。この演出内容決定手段は、後述する副制御回路が担う
。
【００２５】
　演出内容が決定されると、演出実行手段は、リールの回転開始時、各リールの回転停止
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時、入賞の有無の判定時等の各契機に連動させて対応する演出を実行する。このように、
パチスロ機では、内部当籤役に対応づけられた演出内容を実行することによって、決定さ
れた内部当籤役（言い換えると、狙うべき図柄の組合せ）を知る機会又は予想する機会が
遊技者に提供され、遊技者の興味の向上を図ることができる。
【００２６】
　＜パチスロ機の構造＞
　次に、図２及び図３を参照して、本実施形態におけるパチスロ機の構造について説明す
る。
【００２７】
　［外観構造］
　図２は、パチスロ機１の外部構造を示す斜視図である。
【００２８】
　図２に示すように、パチスロ機１は、外装体２を備えている。外装体２は、リールや回
路基板等を収容する筐体としてのキャビネット２ａと、キャビネット２ａに対して開閉自
在に取付けられたフロントドア２ｂとを有している。キャビネット２ａの両側面には、把
手７が設けられている（図２では一側面の把手７のみを示す）。この把手７は、パチスロ
機１を運搬するときに手をかける凹部である。
【００２９】
　図３に示すように、キャビネット２ａの内部には、キャビネット２ａに対して着脱自在
なリールユニット３が収容されている。リールユニット３は、複数（例えば２１個）の図
柄が周方向に沿って所定の間隔をあけて表示された複数（本実施の形態では３つ）のリー
ル３Ｌ，３Ｃ，３Ｒと、これらリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒを回転自在に支持する支持体３ａ
と、を有する。
【００３０】
　３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒは、リールユニット３内において横並びに設けられてい
る。以下、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒを、それぞれ左リール３Ｌ、中リール３Ｃ、右リー
ル３Ｒという。各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒは、円筒状に形成されたリール本体と、リール
本体の周面に装着された透光性のシート材を有している。上述の複数（例えば２１個）の
図柄は、前述のシート材の表面に描かれている。
【００３１】
　フロントドア２ｂは、ドア本体９と、画像表示装置の一具体例を示す液晶表示装置１１
とを備えている。ドア本体９は、ヒンジ（不図示）を用いてキャビネット２ａに開閉自在
に取り付けられている。ヒンジは、パチスロ機１の前方からドア本体９を見た場合に、ド
ア本体９における左側の端部に設けられている。
【００３２】
　液晶表示装置１１は、遊技に関する情報を表示するようフロントドア２ｂのドア本体９
の上部に取り付けられている。液晶表示装置１１は、映像の表示による演出を実行する他
、例えば遊技機のカスタマイズや遊技履歴等の遊技台情報を表示することができる。した
がって、液晶表示装置１１で表示される遊技に関する情報には、遊技上の演出情報や遊技
台情報等の各種情報が含まれる。このように構成された液晶表示装置１１は、情報表示手
段を構成する。
【００３３】
　また、液晶表示装置１１は、ドア本体９に取り付けられた透明の保護カバー９ｃ内に配
置されている。保護カバー９ｃは、例えばアクリル板等の透明な部材によって液晶表示装
置１１を覆うように箱型に形成されている。また、液晶表示装置１１は、保護カバー９ｃ
内を上下に可動する可動式の役物として構成されている。詳しくは、後述する。
【００３４】
　また、フロントドア２ｂは、３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒを視認させることが可能な
表示窓４を有する。表示窓４は、３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒに対応する３つの左表示
窓４Ｌ，中表示窓４Ｃ，右表示窓４Ｒによって構成されている。
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【００３５】
　これら表示窓４Ｌ，４Ｃ，４Ｒは、正面（遊技者側）から見て、３つのリール３Ｌ，３
Ｃ，３Ｒの配置領域と重畳する位置に設けられ、かつ、３つのリールより手前（遊技者側
）に位置するように設けられる。したがって、遊技者は、表示窓４Ｌ，４Ｃ，４Ｒを介し
て、表示窓４の背後に設けられた３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒを視認することができる
。
【００３６】
　本実施形態では、表示窓４Ｌ，４Ｃ，４Ｒは、その背後に設けられた対応するリールの
回転が停止したとき、各リールに描かれた複数種類の図柄のうち、連続して配置された３
つの図柄を表示できる大きさに設定されている。すなわち、表示窓４Ｌ，４Ｃ，４Ｒの枠
内には、リール毎に上段、中段及び下段の各領域が設けられ、各領域に１個の図柄が表示
される。そして、本実施形態では、左リール３Ｌの中段領域、中リール３Ｃの中段領域、
及び、右リール３Ｒの中段領域を結ぶラインを、入賞か否かの判定を行う入賞判定ライン
として定義する。
【００３７】
　ドア本体９の中央には、台座部１２が形成されている。この台座部１２には、遊技者の
操作対象となる各種装置（メダル投入口１３、ＭＡＸベットボタン１４、１ベットボタン
１５、スタートレバー１６、ストップボタン１７Ｌ，１７Ｃ，１７Ｒ、十字キー１８）が
設けられている。
【００３８】
　メダル投入口１３は、遊技者によって外部からパチスロ機１に投下されるメダルを受け
入れるために設けられる。すなわち、メダル投入口１３は、遊技者によってメダルが投入
されるためのものである。メダル投入口１３から投入されたメダルは、予め設定された枚
数（例えば３枚）を上限として１回の遊技に使用され、予め設定された枚数を超えた分は
、パチスロ機１の内部に預けることができる（いわゆるクレジット機能）。
【００３９】
　ＭＡＸベットボタン１４及び１ベットボタン１５は、パチスロ機１の内部に預けられて
いるメダルから１回の遊技に使用する枚数を決定するために設けられる。なお、図２には
示さないが、台座部１２には、精算ボタンが設けられる。この精算ボタンは、パチスロ機
１の内部に預けられているメダルを外部に引き出す（排出する）ために設けられる。
【００４０】
　スタートレバー１６は、遊技者の操作に応じて全てのリール（３Ｌ，３Ｃ，３Ｒ）の回
転を開始させるためのものであり、開始操作手段を構成する。
【００４１】
　ストップボタン１７Ｌ，１７Ｃ，１７Ｒは、それぞれ、左リール３Ｌ、中リール３Ｃ、
右リール３Ｒに対応付けて設けられ、遊技者の操作に応じて対応する各リールの回転を停
止させるためのものである。これらストップボタン１７Ｌ，１７Ｃ，１７Ｒは、停止操作
手段を構成する。以下、ストップボタン１７Ｌ，１７Ｃ，１７Ｒを、それぞれ左ストップ
ボタン１７Ｌ、中ストップボタン１７Ｃ、右ストップボタン１７Ｒという。
【００４２】
　十字キー１８は、液晶表示装置１１に表示される情報に関する操作を行うためのもので
あり、情報操作手段を構成する。例えば、十字キー１８は、液晶表示装置１１に表示され
ている遊技上の演出情報や遊技台情報等の表示画面における選択操作を行うときに遊技者
によって押下される。十字キー１８の詳細な構成については、後述する。
【００４３】
　また、台座部１２には、７セグメントＬＥＤ（Light Emitting Diode）からなる７セグ
表示器２８が設けられている。この７セグ表示器２８は、特典として遊技者に対して払い
出すメダルの枚数（以下、払出枚数）、パチスロ機１の内部に預けられているメダルの枚
数（以下、クレジット枚数）等の情報をデジタル表示する。
【００４４】
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　フロントドア２ｂの台座部１２の下部には、腰部パネル１９が設けられている。また、
本実施の形態に係る腰部パネル１９には、光による演出を行うパネルユニット２０が設け
られている。パネルユニット２０の詳細な構成については、後述する。
【００４５】
　ドア本体９の下部には、メダル払出口２１、メダル受皿２２、スピーカ２３Ｌ，２３Ｒ
等が設けられている。メダル払出口２１は、後述のメダル払出装置４３の駆動により排出
されるメダルを外部に導く。メダル受皿２２は、メダル払出口２１から排出されたメダル
を貯める。また、スピーカ２３Ｌ，２３Ｒは、演出内容に対応する効果音や楽曲等の音を
出力する。
【００４６】
　［内部構造］
　次に、パチスロ機１の内部構造を、図３を参照しながら説明する。図３は、パチスロ機
１の内部構造を示す斜視図である。
【００４７】
　キャビネット２ａは、正面側の一面が開口された略直方体状に形成されている。このキ
ャビネット２ａ内の上部には、主制御回路９１を構成する主制御基板４１が設けられてい
る。主制御回路９１は、内部当籤役の決定、各リールの回転及び停止、入賞の有無の判定
等の、パチスロ機１における遊技の主な動作及び該動作間の流れを制御する回路である。
なお、主制御回路９１の具体的な構成は後述する。
【００４８】
　キャビネット２ａ内の中央部には、３つのリール（左リール３Ｌ、中リール３Ｃ及び右
リール３Ｒ）が設けられている。なお、図３には示さないが、各リールは、所定の減速比
を有する歯車を介して対応するステッピングモータに接続される。
【００４９】
　キャビネット２ａ内の下部には、多量のメダルを貯留するホッパ装置４３が設けられて
いる。ホッパ装置４３は、貯留したメダルを１枚ずつ排出可能な構造を有する。キャビネ
ット２ａ内における、ホッパ装置４３の左側方（キャビネット２ａ内部を正面から見て左
側）には、パチスロ機１が有する各装置に対して必要な電力を供給する電源装置４４が設
けられている。
【００５０】
　また、キャビネット２ａ内における、ホッパ装置４３の右側方（キャビネット２ａ内部
を正面から見て右側）には、メダル補助収納庫４５が設けられている。このメダル補助収
納庫４５は、ホッパ装置４３から溢れたメダルを収納する。メダル補助収納庫４５は、キ
ャビネット２ａに対して着脱自在に収容されている。なお、メダル補助収納庫４５の詳細
な構成については、後述する。
【００５１】
　フロントドア２ｂの裏面側（表示画面側とは反対側の部分）における上部には、液晶表
示装置１１を上下方向に可動する可動装置としての役物駆動ユニット２２１（図４参照）
を収容したハウジング４６が取り付けられている。
【００５２】
　また、このハウジング４６には、後述の副制御回路１０１（図９参照）を構成する副制
御基板４２が設けられている。副制御回路１０１は、映像の表示等による演出の実行を制
御する回路である。なお、副制御回路１０１の具体的な構成は後述する。
【００５３】
　さらに、フロントドア２ｂの裏面側における上下方向の略中央部には、セレクタ２６が
設けられている。セレクタ２６は、メダル投入口１３に投入されたメダルの選別、具体的
にはメダルの材質や形状等が適正である否かの選別を行う装置であり、適正であると判定
したメダルを後述するガイドレール２７を介してホッパ装置４３に案内する。なお、セレ
クタ２６の詳細な構成については、後述する。
【００５４】
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　＜パチスロ機の電気的構成＞
　次に、パチスロ機１の電気的構成について、図４を参照して説明する。図４は、パチス
ロ機１の電気的構成を示すブロック図である。
【００５５】
　図４に示すように、パチスロ機１は、キャビネット２ａに配設された主制御基板４１と
、フロントドア２ｂに配設された副制御基板４２とを有している。主制御基板４１には、
リール中継端子板５１と、設定用鍵型スイッチ５２と、キャビネット側中継基板５３と、
ドア中継端子板５４と、電源装置４４の電源基板４４ｂとが電気的に接続されている。
【００５６】
　リール中継端子板５１は、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒのリール本体の内側に配設されて
いる。このリール中継端子板５１は、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒのステッピングモータ（
不図示）に電気的に接続されており、主制御基板４１からステッピングモータに出力され
る信号を中継する。設定用鍵型スイッチ５２は、パチスロ機１の設定を変更する際又はパ
チスロ機１の設定を確認する際に使用する。
【００５７】
　キャビネット側中継基板５３には、外部集中端子板５６と、ホッパ装置４３と、メダル
補助収納庫スイッチ５７とが電気的に接続されている。このキャビネット側中継基板５３
は、主制御基板４１から外部集中端子板５６、ホッパ装置４３、メダル補助収納庫スイッ
チ５７に出力される信号を中継する。つまり、外部集中端子板５６、ホッパ装置４３及び
メダル補助収納庫スイッチ５７は、キャビネット側中継基板５３を介して主制御基板４１
に接続されている。
【００５８】
　外部集中端子板５６は、キャビネット２ａに取り付けられており、メダル投入信号、メ
ダル払出信号及びセキュリティ信号などの信号をパチスロ機１の外部へ出力するために設
けられている。なお、ホッパ装置４３については、上述したため、説明を省略する。
【００５９】
　メダル補助収納庫スイッチ５７は、メダル補助収納庫４５内に挿通される一対のメダル
検出片５７ａ、５７ｂ（図１８参照）からなる。メダル補助収納庫スイッチ５７は、一対
のメダル検出片５７ａ、５７ｂがメダル補助収納庫４５内に貯留されたメダルを介して電
気的に導通されることにより、一定量のメダルがメダル補助収納庫４５内に貯留されたこ
とを検出するものである。すなわち、メダル補助収納庫スイッチ５７は、メダル補助収納
庫４５がメダルで満杯になっているか否かを検出する。
【００６０】
　電源装置４４の電源基板４４ｂには、電源スイッチ４４ａが接続されている。この電源
スイッチ４４ａは、パチスロ機１に必要な電源を供給するときにＯＮにする。
【００６１】
　ドア中継端子板５４には、投入センサ８０、第１のメダル通過センサ８１、第２のメダ
ル通過センサ８２、ガイドレール通過センサ８３、ドア開閉監視スイッチ６１、ＢＥＴス
イッチ６２、精算スイッチ６３、スタートスイッチ６４、ストップスイッチ基板６５、遊
技動作表示基板６６、スイッチ基板６７及び副中継基板６８が接続されている。
【００６２】
　つまり、投入センサ８０、第１のメダル通過センサ８１、第２のメダル通過センサ８２
、ガイドレール通過センサ８３、ドア開閉監視スイッチ６１、ＢＥＴスイッチ６２、精算
スイッチ６３、スタートスイッチ６４、ストップスイッチ基板６５、遊技動作表示基板６
６、スイッチ基板６７及び副中継基板６８は、ドア中継端子板５４を介して主制御基板４
１に接続されている。
【００６３】
　投入センサ８０、第１のメダル通過センサ８１及び第２のメダル通過センサ８２は、そ
れぞれセレクタ２６内に設けられ、セレクタ２６内を通過するメダルを検出して、その検
出結果を主制御基板４１に出力する。これら投入センサ８０、第１のメダル通過センサ８
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１及び第２のメダル通過センサ８２は、メダル通過検出手段を構成する。
【００６４】
　ガイドレール通過センサ８３は、後述するガイドレール２７上に設けられ、当該ガイド
レール上を通過するメダルを検出して、その検出結果を主制御基板４１に出力する。ガイ
ドレール通過センサ８３は、ガイドレール上メダル検出手段を構成する。
【００６５】
　ドア開閉監視スイッチ６１は、フロントドア２ｂの開閉を報知するためのセキュリティ
信号をパチスロ機１の外部へ出力する。ＢＥＴスイッチ６２は、ＭＡＸベットボタン１４
及び１ベットボタン１５（図２参照）が遊技者により押されたことを検出して、その検出
結果を主制御基板４１に出力する。
【００６６】
　精算スイッチ６３は、精算ボタン（不図示）が遊技者により押されたことを検出して、
その検出結果を主制御基板４１に出力する。スタートスイッチ６４は、スタートレバー１
６が遊技者により操作されたこと（開始操作）を検出して、その検出結果を主制御基板４
１に出力する。
【００６７】
　ストップスイッチ基板６５は、回転しているリールを停止させるための回路と、停止可
能なリールをＬＥＤなどにより表示するための回路を構成する基板である。このストップ
スイッチ基板６５には、ストップスイッチが設けられている。ストップスイッチは、各ス
トップボタン１７Ｌ，１７Ｃ，１７Ｒが遊技者により押されたこと（停止操作）を検出す
る。
【００６８】
　遊技動作表示基板６６は、メダルの投入を受け付けるとき、３つのリール３Ｌ，３Ｃ，
３Ｒが回動可能なとき及び再遊技を行うときに、投入されたメダルの枚数を７セグ表示器
２８に表示させるための基板である。この遊技動作表示基板６６には、７セグ表示器２８
とＬＥＤ６９が接続されている。ＬＥＤ６９は、例えば、遊技の開始を表示するマークや
再遊技を行うマークなどを点灯させる。
【００６９】
　スイッチ基板６７には、遊技者によって十字キー１８が操作されたことを検出する検出
スイッチ６７ａが実装されている。
【００７０】
　副中継基板６８は、副制御基板４２と主制御基板４１とを接続する配線を中継する。ま
た、副中継基板６８は、副制御基板４２と副制御基板４２の周辺に配設された複数の基板
とを接続する配線を中継する。すなわち、副中継基板６８には、副制御基板４２と、サウ
ンドＩ／Ｏ基板７１と、ＬＥＤ基板７２と、２４ｈドア開閉監視ユニット７４と、役物制
御基板７８とが電気的に接続されている。
【００７１】
　副制御基板４２は、ドア中継端子板５４と副中継基板６８を介して主制御基板４１に接
続されている。また、副制御基板４２は、副中継基板６８を介して、サウンドＩ／Ｏ基板
７１と、ＬＥＤ基板７２と、２４ｈドア開閉監視ユニット７４と、役物制御基板７８とに
電気的に接続されている。
【００７２】
　サウンドＩ／Ｏ基板７１は、スピーカ２３Ｌ，２３Ｒへの音声の出力を行う。ＬＥＤ基
板７２は、副制御回路１０１（図６参照）の制御により実行される演出に応じて、光源の
一具体例を示すＬＥＤ群２５を発光させて、点滅パターンを表示する。
【００７３】
　２４ｈドア開閉監視ユニット７４は、フロントドア２ｂの開閉の履歴を保存する。また
、２４ｈドア開閉監視ユニット７４は、フロントドア２ｂを開放したときに、液晶表示装
置１１にエラー表示を行うための信号を副制御基板４２（副制御回路１０１）に出力する
。
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【００７４】
　役物制御基板７８は、副制御回路１０１（図６参照）の制御により実行される演出に応
じて、役物駆動ユニット２２１を駆動させる。役物駆動ユニット２２１は、役物制御基板
７８によって駆動制御されることで液晶表示装置１１を上下方向に可動させる。
【００７５】
　副制御基板４２には、ロムカートリッジ基板７６と、液晶中継基板７７とが接続されて
いる。ロムカートリッジ基板７６は、演出用の画像（映像）、音声、光（ＬＥＤ群２５）
及び通信のデータを管理するための基板である。液晶中継基板７７は、副制御基板４２と
液晶表示装置１１とを接続する配線を中継する基板である。
【００７６】
　＜主制御回路＞
　次に、主制御基板４１により構成される主制御回路９１について、図５を参照して説明
する。図５は、パチスロ機１の主制御回路９１の構成例を示すブロック図である。
【００７７】
　図５に示すように、主制御部としての主制御回路９１は、主制御基板４１上に設置され
たマイクロコンピュータ９２を主たる構成要素とし、遊技の進行を制御するものである。
マイクロコンピュータ９２は、メインＣＰＵ９３、メインＲＯＭ９４及びメインＲＡＭ９
５により構成される。
【００７８】
　メインＲＯＭ９４には、メインＣＰＵ９３により実行される制御プログラム、データテ
ーブル、副制御回路１０１に対して各種制御指令（コマンド信号）を送信するためのデー
タ等が記憶されている。メインＲＡＭ９５には、制御プログラムの実行により決定された
内部当籤役等の各種データを格納する格納領域が設けられる。
【００７９】
　メインＣＰＵ９３には、クロックパルス発生回路９６、分周器９７、乱数発生器９８及
びサンプリング回路９９が接続されている。クロックパルス発生回路９６及び分周器９７
は、クロックパルスを発生する。メインＣＰＵ９３は、発生されたクロックパルスに基づ
いて、制御プログラムを実行する。乱数発生器９８は、予め定められた範囲の乱数（例え
ば、０～６５５３５）を発生する。サンプリング回路９９は、発生された乱数の中から１
つの値を抽出する。
【００８０】
　メインＣＰＵ９３は、リールインデックスを検出してから各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの
ステッピングモータに対してパルスを出力した回数をカウントする。これにより、メイン
ＣＰＵ９３は、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの回転角度（主に、リールが図柄何個分だけ回
転したか）を管理する。
【００８１】
　なお、リールインデックスとは、リールが一回転したことを示す情報である。このリー
ルインデックスは、例えば、発光部及び受光部を有する光センサと、各リール３Ｌ，３Ｃ
，３Ｒの所定の位置に設けられ、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの回転により発光部と受光部
との間に介在される検知片を備えたリール位置検出部（不図示）により検出する。
【００８２】
　ここで、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの回転角度の管理について、具体的に説明する。ス
テッピングモータに対して出力されたパルスの数は、メインＲＡＭ９５に設けられたパル
スカウンタによって計数される。そして、図柄１つ分の回転に必要な所定回数（例えば１
６回）のパルスの出力がパルスカウンタで計数される毎に、メインＲＡＭ９５に設けられ
た図柄カウンタが１ずつ加算される。図柄カウンタは、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒに応じ
て設けられている。図柄カウンタの値は、リール位置検出部（不図示）によってリールイ
ンデックスが検出されるとクリアされる。
【００８３】
　つまり、本実施の形態では、図柄カウンタを管理することにより、リールインデックス
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が検出されてから図柄何個分の回転が行われたのかを管理するようになっている。したが
って、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの各図柄の位置は、リールインデックスが検出される位
置を基準として検出される。
【００８４】
　本実施の形態では、基本的に滑り駒数の最大数を図柄４個分に定めている。したがって
、左ストップボタン１７Ｌが押されたときに表示窓４の中段にある左リール３Ｌの図柄と
、その４個先の図柄までの範囲内にある各図柄が、表示窓４の中段に停止可能な図柄とな
る。
【００８５】
　＜副制御回路＞
　次に、副制御基板４２により構成される副制御回路１０１について、図６を参照して説
明する。図６は、パチスロ機１の副制御回路１０１の構成例を示すブロック図である。
【００８６】
　副制御部としての副制御回路１０１は、主制御回路９１と電気的に接続されており、主
制御回路９１から送信されるコマンド信号に基づいて演出内容の決定や実行等の処理を行
うとともに、液晶表示装置１１、役物駆動ユニット２２１、ＬＥＤ群２５、スピーカ２３
Ｌ，２３Ｒ等の周辺装置の制御を行うものである。副制御回路１０１は、基本的に、サブ
ＣＰＵ１０２、サブＲＡＭ１０３、レンダリングプロセッサ１０４、描画用ＲＡＭ１０５
、ドライバ１０６を含んで構成されている。
【００８７】
　サブＣＰＵ１０２は、主制御回路９１から送信されたコマンド信号に応じて、ロムカー
トリッジ基板７６に記憶されている制御プログラムに従い、映像、音、光の出力の制御を
行う。ロムカートリッジ基板７６は、基本的に、プログラム記憶領域とデータ記憶領域に
よって構成される。
【００８８】
　プログラム記憶領域には、サブＣＰＵ１０２が実行する制御プログラムが記憶されてい
る。例えば、制御プログラムには、主制御回路９１との通信を制御するための主基板通信
タスクや、演出用乱数値を抽出し、演出内容（演出データ）の決定及び登録を行うための
演出登録タスクが含まれる。また、決定した演出内容に基づいて液晶表示装置１１（図２
参照）による映像の表示を制御する描画制御タスク、役物駆動ユニット２２１による液晶
表示装置１１の可動を制御する役物制御タスク、ＬＥＤ群２５等の光源による光の出力を
制御するランプ制御タスク、スピーカ２３Ｌ，２３Ｒによる音の出力を制御する音声制御
タスク等が含まれる。
【００８９】
　データ記憶領域は、各種データテーブルを記憶する記憶領域、各演出内容を構成する演
出データを記憶する記憶領域、映像の作成に関するアニメーションデータを記憶する記憶
領域が含まれている。また、ＢＧＭや効果音に関するサウンドデータを記憶する記憶領域
、光の点消灯のパターンに関するランプデータを記憶する記憶領域等が含まれている。
【００９０】
　サブＲＡＭ１０３は、決定された演出内容や演出データを登録する格納領域や、主制御
回路９１から送信される内部当籤役等の各種データを格納する格納領域が設けられている
。
【００９１】
　サブＣＰＵ１０２、レンダリングプロセッサ１０４、描画用ＲＡＭ（フレームバッファ
を含む）１０５及びドライバ１０６は、演出内容により指定されたアニメーションデータ
に従って映像を作成し、作成した映像を液晶表示装置１１に表示させる。また、サブＣＰ
Ｕ１０２は、演出内容により指定された役物可動データに従って役物駆動ユニット２２１
を駆動する。
【００９２】
　また、サブＣＰＵ１０２は、演出内容により指定されたサウンドデータに従ってＢＧＭ
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などの音をスピーカ２３Ｌ，２３Ｒにより出力させる。また、サブＣＰＵ１０２は、演出
内容により指定されたランプデータに従ってＬＥＤ群２５の点灯及び消灯を制御する。
【００９３】
　次に、図７～図９を参照して、本実施の形態に係るリールユニット３の詳細な構成につ
いて説明する。
【００９４】
　図７に示すように、リールユニット３は、支持体３ａがキャビネット２ａ内に設けられ
た支持板２ｃ上にスライド自在に取付けられることで、キャビネット２ａに対して着脱自
在に収容される。なお、支持体３ａは、支持板２ｃに限らず、例えばキャビネット２ａの
左右側板の内側面にレール等を取付け、これにスライド自在に取付けられる構成であって
もよい。
【００９５】
　支持体３ａは、リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの遊技機背面側の略半分程度を覆うような箱型
あるいは半円筒状の形状をなし、遊技機正面側が開口されている。
【００９６】
　また、支持体３ａは、表示窓４から視認可能な領域外、つまり遊技機正面から表示窓４
を見たときに視認できない表示窓４の下方に、フロントドア２ｂと３つのリール３Ｌ，３
Ｃ，３Ｒとの間の隙間を塞ぐよう表示窓４側にせり出したせり出し部３０を有する。せり
出し部３０は、ねじ等の締結部材によって支持体３ａに取付けられている。なお、せり出
し部３０は、支持体３ａに一体形成されていてもよい。
【００９７】
　また、せり出し部３０は、支持体３ａの開口が形成された遊技機正面側の左右の両縁か
ら遊技機正面側に突出した一対の突出片３１と、遊技機左右方向に延在するよう、一対の
突出片３１間に設けられた干渉防止片３２とを含んで構成されている。これにより、せり
出し部３０は、リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの下部を取り囲むような枠体を形成する。なお、
せり出し部３０は、枠体に限らず、例えばリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの下部を覆うとともに
、上部が開口した箱型あるいは扇型の形状であってもよい。
【００９８】
　ここで、図７及び図８に示すように、パチスロ機１は、フロントドア２ｂ側に設けられ
た電装品（例えば、副制御基板４２やＬＥＤ基板７２等）と、キャビネット２ａ側に設け
られた電装品（例えば、主制御基板４１や電源装置４４等）とを電気的に接続するハーネ
ス３５を備えている。
【００９９】
　ハーネス３５は、各種配線を束ねたもので、コルゲートチューブや樹脂テープ等で被覆
されている。なお、ハーネス３５は、コルゲートチューブや樹脂テープ等で被覆されてい
なくともよい。
【０１００】
　こうしたハーネス３５は、通常、図７に示すように、クランプ３６によってキャビネッ
ト２ａに固定されたり、クリップ３７によってフロントドア２ｂに固定されるようになっ
ている。これにより、ハーネス３５は、キャビネット２ａ内に設けられた各種装置類との
干渉が防止される。
【０１０１】
　ところが、例えばフロントドア２ｂの開閉に伴ってハーネス３５がクランプ３６やクリ
ップ３７から外れる場合がある。図８は、ハーネス３５がクリップ３７から外れた様子を
示している。
【０１０２】
　図８に示すように、ハーネス３５がクリップ３７から外れると、それまでフロントドア
２ｂ側に固定されていたハーネス３５がリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒ側に向けて撓むおそれが
ある。この場合、キャビネット２ａに対してフロントドア２ｂを閉じると、ハーネス３５
がリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒに接触するおそれがある。
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【０１０３】
　ただし、本実施の形態では、上述のようにハーネス３５がリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒ側に
向けて撓むような事態になっても、せり出し部３０によってハーネス３５のリール３Ｌ，
３Ｃ，３Ｒへの接触を防止することができる。
【０１０４】
　具体的には、図９に示すように、キャビネット２ａに対してフロントドア２ｂを閉じた
際に、撓んでいるハーネス３５が、せり出し部３０の干渉防止片３２によってフロントド
ア２ｂ側に押し当てられる。これにより、ハーネス３５がリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒに接触
することが回避される。このように、本実施の形態に係るせり出し部３０は、フロントド
ア２ｂを閉状態にすることで、ハーネス３５の撓み防止機能を有する。
【０１０５】
　また、このとき、干渉防止片３２がフロントドア２ｂと３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒ
との間の隙間を塞ぐように表示窓４側に近づくので、例えば遊技者が表示窓４からキャビ
ネット２ａ内を見ようとしても干渉防止片３２によって遮られることとなる。これにより
、キャビネット２ａ内のホッパ装置４３や電源装置４４が外部から視認されることがなく
なる。
【０１０６】
　また、せり出し部３０は、キャビネット２ａに対するリールユニット３の着脱時に、遊
技場の店員等の作業者が把持可能な取っ手としての機能を兼ね備えている。具体的には、
作業者の指がかかり易いように、干渉防止片３２の先端側が下方に突出した形状をなして
いる。なお、干渉防止片３２の形状は、上述した形状に限らず、作業者の指がかかり易い
形状であればいずれの形状でもよい。
【０１０７】
　これにより、作業者は、干渉防止片３２を取っ手として利用することによって、キャビ
ネット２ａに対するリールユニット３の着脱を容易に行えることとなる。特に、本実施の
形態では、せり出し部３０が支持体３ａの下部側に設けられているので、支持板２ｃ上で
の支持体３ａのスライド動作をスムースに行うことができる。
【０１０８】
　次に、図１０及び図１１を参照して、本実施の形態に係る役物駆動ユニット２２１の詳
細な構成について説明する。
【０１０９】
　図１０（ａ）、（ｂ）に示すように、役物駆動ユニット２２１は、駆動モータ２３０と
、ピニオンギヤ２３１と、出力ギヤとしての減速ギヤ機構２３２と、ウォームギヤ２３３
と、アーム部材２３５と、付勢部材としてのねじりばね２３６とを含んで構成されている
。
【０１１０】
　駆動モータ２３０は、駆動軸２３０ａを有する。ピニオンギヤ２３１は、駆動軸２３０
ａに一体回転可能に取付けられている。減速ギヤ機構２３２は、ピニオンギヤ２３１に噛
み合う第１減速ギヤ２３２ａと、第１減速ギヤ２３２ａに噛み合う第２減速ギヤ２３２ｂ
とを含んで構成されている。
【０１１１】
　第２減速ギヤ２３２ｂには、ウォームギヤ２３３が一体回転可能に取付けられている。
したがって、減速ギヤ機構２３２は、ピニオンギヤ２３１の回転を第１減速ギヤ２３２ａ
及び第２減速ギヤ２３２ｂで減速してウォームギヤ２３３に伝達する。これにより、ピニ
オンギヤ２３１からウォームギヤ２３３に伝達されるトルクが増幅される。
【０１１２】
　ウォームギヤ２３３は、第２減速ギヤ２３２ｂに一体回転可能に取付けられるとともに
、一対のベアリング２３４を介してケース２６１に回転可能に支持されている。ケース２
６１は、上述したハウジング４６（図３参照）に図示しないブラケット等を介して固定さ
れている。
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【０１１３】
　アーム部材２３５は、ウォームギヤ２３３に噛み合うギヤ部２３５ａが一端に形成され
ている。アーム部材２３５の一端は、回動軸２３７を支点にケース２６１に回動自在に支
持されている。したがって、アーム部材２３５は、ウォームギヤ２３３の回転に応じて上
下方向に回動するようになっている。
【０１１４】
　また、アーム部材２３５の他端には、液晶表示装置１１を取付けるための長穴２３５ｂ
が形成されている。
【０１１５】
　ねじりばね２３６は、コイル部分が回動軸２３７に取付けられるとともに、一端がアー
ム部材２３５に形成された係止片２３５ｃに係止され、他端がケース２６１に形成された
係止片２６１ａに係止されている。これにより、ねじりばね２３６は、アーム部材２３５
を常時、上方向に付勢している。
【０１１６】
　このように構成された役物駆動ユニット２２１は、図１１に示すように、遊技機左右方
向（図中、左右方向）に並んで２つ設けられている。これにより、液晶表示装置１１を確
実に上下に可動させることができる。
【０１１７】
　一方、液晶表示装置１１は、背面側に２つの取付け片１１０を有しており、これら取付
け片１１０には、連結軸１１１が取付けられている。連結軸１１１は、アーム部材２３５
の長穴２３５ｂに挿通されるようになっている。これにより、液晶表示装置１１は、アー
ム部材２３５の他端に連結される。
【０１１８】
　また、液晶表示装置１１と一対の役物駆動ユニット２２１とは、一対のリニアガイド機
構１２０を介して連結されている。これにより、液晶表示装置１１の上下方向への可動を
安定して行うことができる。
【０１１９】
　ここで、図１０（ａ）、（ｂ）を参照して、役物駆動ユニット２２１の動作について説
明する。
【０１２０】
　まず、図１０（ａ）に示すように、液晶表示装置１１が下降している状態で駆動モータ
２３０を駆動させると、ピニオンギヤ２３１が回転し、当該回転が減速ギヤ機構２３２を
介してウォームギヤ２３３に伝達される。
【０１２１】
　次いで、ウォームギヤ２３３が回転すると、アーム部材２３５のギヤ部２３５ａが図中
、時計回り方向に回動する。このとき、駆動モータ２３０から伝達された回転は、ウォー
ムギヤ２３３によってその回転方向が変更される。つまり、ウォームギヤ２３３の回転方
向とギヤ部２３５ａの回動方向は、直交することとなる。
【０１２２】
　その後、ウォームギヤ２３３がさらに回転すると、図１０（ｂ）に示すように、アーム
部材２３５がさらに図中、時計回り方向に回動する。これにより、液晶表示装置１１が上
昇する。
【０１２３】
　このとき、ねじりばね２３６がアーム部材２３５を上方向に付勢しているので、アーム
部材２３５は、ねじりばね２３６の付勢力を利用して容易に時計回り方向に回動すること
ができる。
【０１２４】
　次いで、液晶表示装置１１は、図１０（ｂ）に示した上昇位置に到達し、その位置に維
持される。このとき、ウォームギヤ２３３の回転方向とギヤ部２３５ａの回動方向とが直
交しているので、液晶表示装置１１の自重によってギヤ部２３５ａが反時計回り方向に回
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動してしまうことが防止される。また、このとき、ねじりばね２３６の付勢力によって液
晶表示装置１１の重量が軽減されているため、ギヤ部２３５ａの反時計回り方向への回転
力が軽減される。このため、液晶表示装置１１は、図１０（ｂ）に示した上昇位置に確実
に維持される。
【０１２５】
　また、本実施の形態では、上述のように、ねじりばね２３６の付勢力が液晶表示装置１
１の重量を軽減する機能を有するので、駆動モータ２３０の劣化を抑制することができる
。このように、本実施の形態では、液晶表示装置１１の重量に応じたねじりばね２３６を
設けるだけの簡易かつ低コストな構成で、上述したような効果を得ることができる。
【０１２６】
　なお、本実施の形態では、液晶表示装置１１の重量を軽減する構成として、ねじりばね
２３６を用いたが、これに限定されるものではなく、例えば板ばねやエアダンパ等で代用
することも可能である。
【０１２７】
　次に、図１２～図１５を参照して、本実施の形態に係るセレクタ２６の詳細な構成につ
いて説明する。
【０１２８】
　図１２に示すように、セレクタ２６は、フロントドア２ｂ（図３参照）の背面において
メダル投入口１３（図２参照）の下流側に取付けられている。セレクタ２６は、ベースフ
レーム２６ａと、ベースフレーム２６ａに対して回動自在に取付けられたガイドカバー２
６ｂとを含んで構成されている。ガイドカバー２６ｂは、図示しないねじりばねによって
常時、ベースフレーム２６ａ側に付勢されている。
【０１２９】
　ベースフレーム２６ａとガイドカバー２６ｂは、閉じた状態で互いに向かい合う内側面
の一部分が当接することにより、メダルの厚みより若干広い隙間を保つようにして、該メ
ダルが通過する通路が形成されている。
【０１３０】
　セレクタ２６の左上部には、ベースフレーム２６ａとガイドカバー２６ｂとで形成され
たメダルの入口である投入口２６０が設けられている。また、セレクタ２６の内部には、
図１２中、一点鎖線で示すように、該投入口２６０と連通し、セレクタ２６内のメダルを
案内する案内通路２６２が形成されている。
【０１３１】
　投入口２６０からセレクタ２６内に投入された正規のメダルは、案内通路２６２を通じ
てセレクタ出口２６３からガイドレール２７に排出される。また、セレクタ２６には、返
却通路２６４が形成されており、正規でない偽メダル及び受入禁止メダルは、返却通路２
６４を通じてセレクタ２６の下部に排出され、ガイドレール２７に排出されないようにな
っている。
【０１３２】
　ここで、セレクタ２６は、案内通路２６２上に、投入センサ８０、第１のメダル通過セ
ンサ８１及び第２のメダル通過センサ８２が設けられている。これら投入センサ８０、第
１の通過センサ８１及び第２の通過センサ８２は、案内通路２６２を通過するメダルを検
出するものであり、メダル通過検出手段を構成する。
【０１３３】
　図１３（ａ）に示すように、投入センサ８０は、透過型フォトインタラプタによって構
成されており、メダルが投入口２６０に投入されていない状態では、回動部材８０１の遮
蔽部材８０１ａが発光素子から出射されている光を遮断することによってメダルが投入口
２６０に投入されていないことを検出している。
【０１３４】
　一方、図１３（ｂ）に示すように、投入口２６０にメダルが投入されると、回動部材８
０１が図中、反時計回り方向に回動して遮蔽部材８０１ａが投入センサ８０から外れる。
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これにより、投入センサ８０は、発光素子から出射された光が受光素子で検出可能となり
、メダルが投入口２６０に投入されたことを検出する。
【０１３５】
　図１４に示すように、第１のメダル通過センサ８１は、透過型フォトインタラプタによ
って構成されており、発光素子と受光素子とが案内通路２６２を挟んで互いに対向するよ
うに配置されている。第１のメダル通過センサ８１は、案内通路２６２を通過するメダル
によって光が遮断されることで、メダルが案内通路２６２を通過したことを検出する。
【０１３６】
　図１５（ａ）に示すように、第２のメダル通過センサ８２は、透過型フォトインタラプ
タによって構成されており、メダルが案内通路２６２を通過していない状態では、回動部
材８０２の遮蔽部材８０２ａが発光素子から出射されている光を遮断してない状態にある
。
【０１３７】
　一方、図１５（ｂ）に示すように、メダルが案内通路２６２を通過すると、回動部材８
０２が図中、時計回り方向に回動して遮蔽部材８０２ａが発光素子から出射されている光
を遮断する。これにより、第２のメダル通過センサ８２は、メダルが案内通路２６２を通
過したことを検出する。
【０１３８】
　ここで、上述した投入センサ８０、第１のメダル通過センサ８１及び第２のメダル通過
センサ８２は、いずれも反射型フォトインタラプタによって構成されていてもよい。また
、これらセンサのうち、任意のセンサのみを反射型フォトインタラプタによって構成して
もよい。
【０１３９】
　また、図１２に示すように、セレクタ２６には、図示しない補強プレートを介してガイ
ドレール２７が取付けられている。具体的には、ガイドレール２７は、メダルの受け入れ
口がセレクタ出口２６３と連通するようにセレクタ２６に取付けられている。また、ガイ
ドレール２７のメダルの出口は、ホッパ装置４３に向けて開口されている。これにより、
ガイドレール２７は、セレクタ２６内を通過した正規のメダルをホッパ装置４３に案内す
ることができる。
【０１４０】
　また、ガイドレール２７は、例えば樹脂製の透明部材で形成されている。なお、ガイド
レール２７は、透明部材に限られるものではなく、また樹脂製に限られるものでもない。
【０１４１】
　このガイドレール２７には、上述したガイドレール通過センサ８３が取付部材２７１を
介して取付けられている。ガイドレール通過センサ８３は、反射型フォトインタラプタに
よって構成されている。なお、ガイドレール通過センサ８３は、透過型フォトインタラプ
タによって構成されていてもよい。
【０１４２】
　また、ガイドレール通過センサ８３は、ガイドレール２７上においてセレクタ２６側（
受け入れ口側）よりもホッパ装置４３側（出口側）に設けられている。これにより、メダ
ル投入口１３とガイドレール通過センサ８３との距離が大きくなり、メダル投入口１３か
らガイドレール通過センサ８３へのアクセスが容易に行われないようにしている。
【０１４３】
　次に、図１６及び図１７を参照して、本実施の形態に係るメダル投入口１３の詳細な構
成について説明する。
【０１４４】
　図１６に示すように、メダル投入口１３は、投入口部材１３０に形成されており、この
投入口部材１３０を介して台座部１２に設けられている。
【０１４５】
　また、投入口部材１３０は、台座部１２の表面側に露出する露出プレート１３０ａを備
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えている。露出プレート１３０ａは、例えばポリカーボネート（ＰＣ）、又はＡＢＳ等の
合成樹脂で形成されており、その表面にクロムメッキや銀メッキ等のメッキ処理が施され
ている。なお、露出プレート１３０ａは、合成樹脂に限らず、例えば亜鉛、亜鉛合金など
の金属をダイカスト鋳造することで一体形成したものであってもよい。この場合であって
も、見栄えを向上させるために、露出プレート１３０ａの表面にメッキ処理を施してもよ
い。
【０１４６】
　この露出プレート１３０ａには、下方に円弧状に凹んだメダル案内面１３０ｂが形成さ
れており、メダル案内面１３０ｂの奥側にスリット状のメダル投入口１３が形成されてい
る。
【０１４７】
　メダル案内面１３０ｂは、遊技者側からメダル投入口１３に向けて下降するように形成
されており、メダルを多数枚、起立させて設置できる程度の長さを備えている。また、メ
ダル案内面１３０ｂの傾斜角度については、メダルが円滑に滑るように水平面に対して傾
斜していればよく、その角度については特に限定されることはない。
【０１４８】
　また、投入口部材１３０には、メダル返却ボタン１３１が設けられている。メダル返却
ボタン１３１は、メダル案内面１３０ｂの側方に配置されている。このメダル返却ボタン
１３１を押圧操作すると、メダルがメダル払出口２１（図２参照）から排出される。
【０１４９】
　一方、図１７に示すように、投入口部材１３０の内部には、メダル投入口１３から投入
されたメダルをセレクタ２６に案内する投入通路１３２が設けられている。ここで、投入
口部材１３０は、図示を省略しているが、露出プレート１３０ａの背面側（図１７中、紙
面手前側）に、例えば樹脂製の通路部材を備えている。
【０１５０】
　したがって、投入口部材１３０は、露出プレート１３０ａと上述の通路部材とによって
投入通路１３２を形成している。なお、本実施の形態に係る投入口部材１３０は、露出プ
レート１３０ａと通路部材とによって投入通路１３２を形成したが、これに限らず、例え
ば通路部材を備えずに露出プレート１３０ａのみによって投入通路１３２を形成してもよ
い。
【０１５１】
　投入通路１３２には、メダルの投入方向（図１７中、下方向）に対して直交するメダル
の径方向（図１７中、左右方向）に傾斜した傾斜部１３２ａが設けられている。傾斜部１
３２ａは、メダルの投入方向の下流に向かうに従い径方向の内方に傾斜した構成を有する
。これにより、投入通路１３２は、メダル投入口１３から投入方向の下流に向かうに従い
、徐々にその左右方向の幅が狭くなる。
【０１５２】
　このため、メダル投入口１３に投入されたメダルは、傾斜部１３２ａに沿って投入通路
１３２を落下することで、その落下速度が一定の速度に調整される。
【０１５３】
　また、傾斜部１３２ａは、投入通路１３２の左右方向の両側にそれぞれ設けられている
。なお、傾斜部１３２ａは、投入通路１３２の左右方向のいずれか一方側にのみ設ける構
成であってもよい。
【０１５４】
　さらに、投入通路１３２には、メダルの表面及び裏面に対向する一対の対向面１３２ｂ
が形成されている。具体的には、一対の対向面１３２ｂは、投入通路１３２を形成する露
出プレート１３０ａと上述の通路部材の双方にそれぞれ形成されている。
【０１５５】
　本実施の形態では、これら一対の対向面１３２ｂのうち露出プレート１３０ａ側の対向
面１３２ｂに、投入方向に沿って延在する溝部１３３が径方向（図１７中、左右方向）に
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所定の間隔で複数設けられている。
【０１５６】
　これにより、メダル投入口１３から進入したようなゴミや埃等は、溝部１３３に溜まる
こととなる。したがって、ゴミや埃等がメダルの表面および裏面に直接、接しないように
なる。なお、こうした溝部１３３は、一対の対向面１３２ｂの双方に設けられてもよいし
、通路部材側の対向面１３２ｂにのみ設ける構成であってもよい。
【０１５７】
　次に、図１８及び図１９を参照して、本実施の形態に係るメダル補助収納庫４５の詳細
な構成、及びキャビネット２ａに対するメダル補助収納庫４５の収容方法について説明す
る。
【０１５８】
　図１８に示すように、キャビネット２ａの底板２００には、パチスロ機１の内部のメダ
ルをパチスロ機１の外部に排出するための排出口２００ａが形成されている。排出口２０
０ａは、遊技機前面側が台形形状をなしている。排出口２００ａから排出されたメダルは
、パチスロ機１の下部に配設されたベルトコンベア等のメダル搬送装置によって所望の位
置に搬送される。
【０１５９】
　また、キャビネット２ａの背面板２０１には、キャビネット２ａ内と外部とを連通する
連通孔２０１ａが形成されている。背面板２０１には、前述の連通孔２０１ａを介して、
上述した一対のメダル検出片５７ａ、５７ｂからなるメダル補助収納庫スイッチ５７が取
り付けられている。
【０１６０】
　図１８及び図１９に示すように、メダル補助収納庫４５は、上部が開口された箱型形状
であり、底部４５０を有している。底部４５０には、メダル補助収納庫４５がキャビネッ
ト２ａに収容された際にキャビネット２ａの排出口２００ａと連通する排出孔４５０ａが
形成されている。
【０１６１】
　また、底部４５０の遊技機前面側には、キャビネット２ａの排出口２００ａに係合する
突起４５０ｂが形成されている。突起４５０ｂは、底面側から見た形状が排出口２００ａ
の遊技機前面側の台形形状と同一の形状となっている。また、突起４５０ｂは、底部４５
０から下方に向けて僅かに突出した突起である。
【０１６２】
　このため、メダル補助収納庫４５をキャビネット２ａに収容する際には、突起４５０ｂ
を排出口２００ａの遊技機前面側の台形形状に合わせるだけで、キャビネット２ａに対す
るメダル補助収納庫４５の位置決めが容易になされる。この結果、メダル補助収納庫４５
をキャビネット２ａに収容した際に、排出孔４５０ａと排出口２００ａとの位置がずれる
ことがない。
【０１６３】
　なお、突起４５０ｂの底面側から見た形状は、台形形状に限らず、例えば半円形状、多
角形状等、任意の形状とすることができる。この場合、突起４５０ｂの形状に合わせて、
排出口２００ａの遊技機前面側も突起４５０ｂの形状と同様の形状に変更される。
【０１６４】
　また、メダル補助収納庫４５は、遊技機背面側の側面部４５１に、上述したメダル検出
片５７ａ、５７ｂが挿通されるための挿通口４５１ａが２つ形成されている。これら挿通
口４５１ａは、メダル補助収納庫４５をキャビネット２ａに収容した際に、メダル検出片
５７ａ、５７ｂがそれぞれ挿通口４５１ａを介してメダル補助収納庫４５内に挿入される
最適な高さ及び遊技機左右方向の位置に配置される。
【０１６５】
　さらに、メダル補助収納庫４５は、図１９に示すように、排出孔４５０ａを開閉可能な
底蓋４５２を有する。底蓋４５２は、底部４５０側の端部を支点に図中、矢印方向に回動
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自在に構成されている。図１９では、底蓋４５２が排出孔４５０ａを開放している状態を
示している。なお、底蓋４５２が排出孔４５０ａを開放した状態では、底蓋４５２は、メ
ダルを排出口２００ａに誘導するメダル誘導部材として機能する。
【０１６６】
　パチスロ機１を設置する遊技場がメダルの自動排出が可能な設備を有する場合には、本
実施の形態のように、排出孔４５０ａを開放するよう底蓋４５２が開状態にされる。一方
、パチスロ機１を設置する遊技場がメダルの自動排出が可能な設備を有さない場合には、
手動排出を行うべく底蓋４５２が閉状態にされて、排出孔４５０ａが閉鎖される。
【０１６７】
　次に、図２０及び図２１を参照して、本実施の形態に係る十字キー１８の詳細な構成に
ついて説明する。なお、図２１は、十字キー１８が台座部１２に組付けられたときの状態
を示している。
【０１６８】
　図２０及び図２１に示すように、十字キー１８は、遊技者によって押下操作される十字
型の押下部１８０と、押下部１８０の下方に配置されたスイッチ基板６７と、押下部１８
０とスイッチ基板６７との間に設けられたカバー部材１８１と、を含んで構成されている
。
【０１６９】
　押下部１８０は、上面側が台座部１２の表面に露出し、下面側が台座部１２の内部、す
なわちパチスロ機１の内部に埋設されている。また、この押下部１８０の下面には、後述
する検出スイッチ６７ａに接触可能な凸部１８０ａが、上下左右方向の各方向に対応して
４つ設けられる。
【０１７０】
　また、押下部１８０の中央部には、円筒状の凹部１８０ｂが形成されている。押下部１
８０は、台座部１２に取付けられた際に凹部１８０ｂの底面が台座部１２の内面に接する
ようになっている。これにより、押下部１８０は、台座部１２に対して抜け止めされる。
【０１７１】
　スイッチ基板６７には、遊技者による押下部１８０の押下操作を検出する４つの検出ス
イッチ６７ａが実装されている。検出スイッチ６７ａは、押下部１８０の各凸部１８０ａ
に対応して、上下左右方向の各方向に１つずつ配置されている。また、検出スイッチ６７
ａは、押しボタン式のスイッチで構成されている。
【０１７２】
　カバー部材１８１は、スイッチ基板６７を覆うもので、例えばポリエチレンテレフタレ
ート（ＰＥＴ）等の合成樹脂によって形成されている。カバー部材１８１は、スイッチ基
板全体を覆うとともに、検出スイッチ６７ａの高さに合わせて一部突出した形状を有して
いる。具体的には、カバー部材１８１は、スイッチ基板６７を被覆可能な形状の下部１８
１ａと押下部１８０の形状を模した形状の上部１８１ｂとが一体成型された構成を有する
。また、上部１８１ｂは、押下部１８０の沈み込みを防止する機能を有する。
【０１７３】
　本実施の形態では、上述のようにカバー部材１８１を設けたので、十字キー１８を台座
部１２に組付けたときの押下部１８０の各凸部１８０ａの先端からスイッチ基板６７まで
の沿面距離が大きくなる。すなわち、押下部１８０とスイッチ基板６７との間にカバー部
材１８１を設けるだけで、押下部１８０からスイッチ基板６７にアクセスするための距離
がカバー部材１８１に沿った距離（図２１中、矢印Ａで示す距離）となる。
【０１７４】
　これに対して、カバー部材１８１がない場合には、押下部１８０の各凸部１８０ａの先
端からスイッチ基板６７までの距離は、検出スイッチ６７ａの高さ分の距離（図２１中、
矢印Ｂで示す距離）のみとなってしまい、比較的容易に押下部１８０側からスイッチ基板
６７にアクセス可能となってしまう。この場合、例えば押下部１８０と台座部１２との間
の隙間からスイッチ基板６７に不正にアクセスされ、ゴト行為がなされるおそれがある。
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【０１７５】
　本実施の形態では、上述の通り、カバー部材１８１を設けて押下部１８０の各凸部１８
０ａの先端からスイッチ基板６７までの沿面距離を十分に設けたので、押下部１８０と台
座部１２との間の隙間からスイッチ基板６７に容易にアクセスされるようなことがない。
【０１７６】
　また、押下部１８０の各凸部１８０ａと検出スイッチ６７ａとの間にカバー部材１８１
が設けられることで、押下部１８０の押圧時の荷重がかかる面積を広くすることができる
。これにより、検出スイッチ６７ａにかかる荷重が分散され、凸部１８０ａが直接、検出
スイッチ６７ａを押下する場合と比較して検出スイッチ６７ａの耐久性が向上する。
【０１７７】
　また、押下部１８０の押圧時の荷重がかかる面積が広いので、例えば凸部１８０ａと検
出スイッチ６７ａとの位置がずれていても、検出スイッチ６７ａの周辺部分を押下するだ
けで検出スイッチ６７ａを押下することができる。
【０１７８】
　なお、本実施の形態では、押下部１８０の抜け止めとして凹部１８０ｂを設けたが、こ
れに限らず、例えば押下部１８０の側面部の全周あるいは一部に、台座部１２の内面に接
触可能な抜け止め用のフランジを設けてもよい。特に、押下部１８０の側面部の全周にフ
ランジを設けた場合には、カバー部材１８１と併せてスイッチ基板６７への不正なアクセ
スを二重に防止でき、セキュリティ性がさらに高められる。
【０１７９】
　次に、図２２及び図２３を参照して、本実施の形態に係るパネルユニット２０の詳細な
構成について説明する。
【０１８０】
　図２２及び図２３に示すように、パネルユニット２０は、装飾パネル２５０と、光源と
しての３つのＬＥＤチップ２５１と、第１の反射部材２５２と、第２の反射部材２５３と
、を含んで構成されている。
【０１８１】
　装飾パネル２５０は、透過性を有する合成樹脂で形成され、例えばパチスロ機１のロゴ
やメーカロゴ等、任意の装飾が施されている。各ＬＥＤチップ２５１は、ＬＥＤ基板７２
に実装され、ＬＥＤ群２５（図４参照）を構成している。各ＬＥＤチップ２５１は、遊技
機背面側から装飾パネル２５０に向けて光を照射するようになっている。
【０１８２】
　第１の反射部材２５２は、装飾パネル２５０のＬＥＤチップ２５１との対向面２５０ａ
に、各ＬＥＤチップ２５１に対応して３つ設けられている。第１の反射部材２５２は、Ｌ
ＥＤチップ２５１から照射された光を拡大させつつ遊技機背面側に反射させるものである
。
【０１８３】
　具体的には、第１の反射部材２５２は、先端をＬＥＤチップ２５１側に向けた円錐状の
形状を有し、表面にメッキが施されている。なお、第１の反射部材２５２の形状は、ＬＥ
Ｄチップ２５１から照射された光を拡大させつつ遊技機背面側に反射させる形状であれば
、いずれの形状であってもよく、例えば三角錐形状、弾頭形状等であってもよい。
【０１８４】
　第２の反射部材２５３は、装飾パネル２５０の遊技機背面側で各ＬＥＤチップ２５１を
取り囲むよう、装飾パネル２５０とＬＥＤ基板７２との間に配置されている。第２の反射
部材２５３は、第１の反射部材２５２により反射された光を装飾パネル２５０に向けて反
射させるものである。
【０１８５】
　具体的には、第２の反射部材２５３には、各ＬＥＤチップ２５１の出射面を装飾パネル
２５０側に露出させるための貫通孔２５３ａが形成されている。第２の反射部材２５３は
、ＬＥＤチップ２５１を中心とした、すなわち貫通孔２５３ａを中心としたすり鉢状に形
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成されている。詳細には、第２の反射部材２５３には、各貫通孔２５３ａを中心に３つの
すり鉢状の反射面２５３ｂが形成されている。
【０１８６】
　反射面２５３ｂの表面は、第１の反射部材２５２により反射された光の多くが装飾パネ
ル２５０に向けて反射されるようメッキが施されるとともに、放射状に段差が形成されて
いる。なお、放射状に段差は、形成されていなくともよい。
【０１８７】
　このように構成されたパネルユニット２０において、図２３に示すように、ＬＥＤチッ
プ２５１から照射された光は、第１の反射部材２５２で照射範囲が拡大されつつ第２の反
射部材２５３に向けて反射する。第１の反射部材２５２で反射された光は、第２の反射部
材２５３で装飾パネル２５０に向けて反射される。これにより、遊技機前後方向の幅が狭
い限られたスペースのなかで、ＬＥＤチップ２５１から照射された光が装飾パネル２５０
において広範囲に拡散される。
【０１８８】
　このため、本実施の形態では、ＬＥＤチップ２５１から照射された光を、レンズを用い
て拡散させるよりも効果的に広範囲に拡散させることができ、少数のＬＥＤチップで十分
な光源を確保することができる。
【０１８９】
　以上のように、本実施の形態に係るパチスロ機１は、図７～図９に示したように、リー
ルユニット３の支持体３ａがせり出し部３０を有し、そのせり出し部３０が表示窓４から
視認可能な領域外においてフロントドア２ｂと複数のリール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒとの間の隙
間を塞ぐよう表示窓４側にせり出している。このため、キャビネット２ａに対してフロン
トドア２ｂを閉鎖したときには、キャビネット２ａ内やフロントドア２ｂに配策されたハ
ーネス３５がせり出し部３０によって表示窓４側に押し当てられる。これにより、ハーネ
ス３５がリール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒに接触することを回避することができる。
【０１９０】
　また、本実施の形態に係るパチスロ機１は、せり出し部３０がフロントドア２ｂと複数
のリール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒとの間の隙間を塞ぐよう表示窓４側にせり出しているので、キ
ャビネット２ａ内のホッパ装置４３や電源装置４４等が表示窓４から視認されることを防
止することができる。
【０１９１】
　また、本実施の形態に係るパチスロ機１は、特にリール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒへの接触のお
それがある、フロントドア２ｂ側に設けられた電装品とキャビネット２ａ側に設けられた
電装品とを電気的に接続するハーネス３５に対して有効である。
【０１９２】
　また、本実施の形態に係るパチスロ機１は、せり出し部３０が取っ手としての機能を兼
ね備えるので、リールユニット３の着脱に際してはせり出し部３０を取っ手として利用す
ることによってリールユニット３の着脱を容易に行うことができる。
【０１９３】
　また、図１０及び図１１で示したように、本実施の形態に係るパチスロ機１は、駆動モ
ータ２３０の回転を、ウォームギヤ２３３を介して液晶表示装置１１に伝達するようにな
っている。このため、仮に可動式の役物として比較的重量のある液晶表示装置１１を用い
ても、その液晶表示装置１１の自重によってウォームギヤ２３３が回転することがないの
で、液晶表示装置１１を任意の位置に容易に停止させておくことができる。また、このと
き、ねじりばね２３６の付勢力によって液晶表示装置１１の重量が軽減されているため、
ギヤ部２３５ａの反時計回り方向への回転力を軽減することができる。
【０１９４】
　また、本実施の形態に係るパチスロ機１は、ねじりばね２３６によってアーム部材２３
５を常時、上方向に付勢しているので、液晶表示装置１１を上方向に可動させる際に駆動
モータ２３０にかかる負荷を軽減することができる。これにより、液晶表示装置１１の上
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昇時に駆動モータ２３０にかかる負荷と下降時に駆動モータ２３０にかかる負荷とを均一
化することができる。この結果、液晶表示装置１１は、上昇時と下降時とで同一距離を同
一時間で移動することができる。よって、本実施の形態に係るパチスロ機１は、液晶表示
装置１１の上昇時と下降時とで、駆動モータ２３０を駆動させるための制御を共通化する
ことができる。
【０１９５】
　また、本実施の形態では、上述のように、ねじりばね２３６の付勢力が液晶表示装置１
１の重量を軽減する機能を有するので、駆動モータ２３０の劣化を抑制することができる
。
【０１９６】
　したがって、本実施の形態に係るパチスロ機１は、可動式の役物として比較的重量のあ
る液晶表示装置１１を用いることができ、当該役物の設計の自由度を高めることができる
。また、本実施の形態では、液晶表示装置１１の重量に応じたねじりばね２３６を設ける
だけの簡易かつ低コストな構成で、上述したような効果を得ることができる。
【０１９７】
　また、本実施の形態に係るパチスロ機１は、ピニオンギヤ２３１とウォームギヤ２３３
との間のギヤ列を減速ギヤ機構２３２で構成したので、駆動モータ２３０から伝達される
トルクを増幅してウォームギヤ２３３に伝達することができる。これにより、可動式の液
晶表示装置１１を可動する際に駆動モータ２３０にかかる負荷を軽減することができる。
【０１９８】
　このように、本実施の形態に係るパチスロ機１は、役物駆動ユニット２２１を上述のよ
うな構成としたので、可動式の役物として比較的重量のある液晶表示装置１１を用いるこ
とができる。
【０１９９】
　また、図１２に示したように、本実施の形態に係るパチスロ機１は、ガイドレール２７
上にガイドレール通過センサ８３を設けたので、例えばホッパ装置４３内で縦に積み上が
ったメダルがガイドレール２７上にまで達したことや、ガイドレール２７上でのメダル詰
まりを検出することができる。したがって、本実施の形態に係るパチスロ機１は、セレク
タ２６からガイドレール２７を介してメダルがホッパ装置４３などに適切に案内されてい
ることを監視することができる。
【０２００】
　また、図１２～図１５で示したように、本実施の形態に係るパチスロ機１は、セレクタ
２６内の案内通路２６２上に投入センサ８０、第１のメダル通過センサ８１及び第２のメ
ダル通過センサ８２を設けたので、セレクタ２６のメダル計数機能を不正に操作し誤作動
させ、メダルを投入していないにもかかわらず不正に多数のクレジットを得るというゴト
行為を抑制することができる。
【０２０１】
　また、本実施の形態に係るパチスロ機１は、ガイドレール通過センサ８３がガイドレー
ル２７上においてセレクタ２６側よりもホッパ装置４３側に設けられているので、メダル
投入口１３からガイドレール通過センサ８３までの距離を大きくとることができる。この
ため、メダル投入口１３からガイドレール通過センサ８３へのアクセスがしづらくなるの
で、特にメダル投入口１３を介して行われるゴト行為に対してセキュリティを高めること
ができる。
【０２０２】
　また、図１６及び図１７で示したように、本実施の形態に係るパチスロ機１は、メダル
投入口１３が形成された投入口部材１３０の投入通路１３２に傾斜部１３２ａが設けられ
ているので、メダル投入口１３から投入されたメダルを傾斜部１３２ａに沿って案内する
ことができる。これにより、傾斜部１３２ａを設けるだけの低コストおよび簡易な構成で
、メダルが投入されるときの速さを一定の速度に調整することができる。
【０２０３】
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　また、本実施の形態に係るパチスロ機１は、投入通路１３２の一対の対向面１３２ｂの
少なくともいずれか一方に、投入方向に沿って延在する溝部１３３が複数設けられている
。このため、ゴミや埃などは、溝部１３３に溜まることとなりメダルの表面および裏面に
直接、接することが抑制される。これにより、本実施の形態に係るパチスロ機１は、ゴミ
や埃などによるメダル詰まりを防止することができる。
【０２０４】
　また、図１８及び図１９で示したように、本実施の形態に係るパチスロ機１は、メダル
補助収納庫４５の遊技機前面側の底部４５０に、キャビネット２ａの排出口２００ａに係
合する突起４５０ｂが形成されている。このため、メダル補助収納庫４５をキャビネット
２ａに収容する際には、突起４５０ｂを排出口２００ａに係合させることでメダル補助収
納庫４５をキャビネット２ａに対して正確に位置決めできる。これにより、メダル補助収
納庫４５の排出孔４５０ａとキャビネット２ａの排出口２００ａとの位置がずれることを
防止できる。
【０２０５】
　また、本実施の形態に係るパチスロ機１は、メダル補助収納庫４５をキャビネット２ａ
に収容する際にはメダル補助収納庫４５の突起４５０ｂを排出口２００ａに係合させるだ
けでよいので、メダル補助収納庫４５のキャビネット２ａへの装着も容易である。
【０２０６】
　さらに、本実施の形態に係るパチスロ機１は、メダル補助収納庫４５の遊技機前面側（
手前側）を上に持ち上げて突起４５０ｂの係合を解除した後にメダル補助収納庫４５を手
前側に引くことで、メダル補助収納庫４５をキャビネット２ａから容易に取り外すことが
できる。
【０２０７】
　また、本実施の形態に係るパチスロ機１において、メダル補助収納庫４５の遊技機背面
側の側面部４５１には、一対のメダル検出片５７ａ、５７ｂが挿通されるための挿通口４
５１ａが形成されている。このため、メダル補助収納庫４５をキャビネット２ａから取り
外す際に一対のメダル検出片５７ａ、５７ｂが挿通口４５１ａと干渉することがない。し
たがって、本実施の形態に係るパチスロ機１は、一対のメダル検出片５７ａ、５７ｂがメ
ダル補助収納庫４５内に挿入されている場合であっても、メダル補助収納庫４５をキャビ
ネット２ａから容易に取り外すことができる。
【０２０８】
　また、本実施の形態に係るパチスロ機１は、メダル補助収納庫４５が排出孔４５０ａを
開閉可能な底蓋４５２を有するので、パチスロ機１の設置環境に応じて底蓋４５２を開閉
させることで、メダルの自動排出および手動排出のいずれにも対応可能である。
【０２０９】
　また、本実施の形態に係る底蓋４５２は、排出孔４５０ａの開放時、メダルを排出口２
００ａに誘導するメダル誘導部材として機能するので、メダルの自動排出において円滑に
メダルをパチスロ機１の外部に排出することができる。
【０２１０】
　また、図２０及び図２１で示したように、本実施の形態に係るパチスロ機１は、十字キ
ー１８の押下部１８０とスイッチ基板６７との間にスイッチ基板６７を覆うカバー部材１
８１を設けたので、押下部１８０の検出スイッチ６７ａへの接触面からスイッチ基板６７
までの沿面距離を大きくとることができる。すなわち、押下部１８０側からスイッチ基板
６７にアクセスするために必要な距離を、カバー部材１８１を設けない場合と比較して格
段に大きくすることができる。
【０２１１】
　これにより、押下部１８０側からスイッチ基板６７にアクセスするために必要な距離を
大きくとるために押下部１８０とスイッチ基板６７とを大きく離隔させる必要がなくなる
。このため、限られたスペースのなかで、押下部１８０およびスイッチ基板６７を近接し
て配置することができる。したがって、本実施の形態に係るパチスロ機１は、フロントド
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ア２ｂに配置される十字キー１８の省スペース化を図ることができる。
【０２１２】
　また、カバー部材１８１は、スイッチ基板６７を被覆可能な形状の下部１８１ａと押下
部１８０の形状を模した形状の上部１８１ｂとが一体成型され、上部１８１ｂが押下部１
８０の沈み込みを防止する機能を有するので、下部１８１ａがスイッチ基板６７を好適に
被覆できるとともに、上部１８１ｂが押下部１８０の沈み込みを防止することができる。
【０２１３】
　また、図２２及び図２３で示したように、本実施の形態に係るパチスロ機１において、
パネルユニット２０は、ＬＥＤチップ２５１から照射された光を円錐状の第１の反射部材
２５２によって遊技機背面側に拡大させつつ反射させることができる。また、パネルユニ
ット２０は、第１の反射部材２５２によって拡大させつつ反射させた光を、ＬＥＤチップ
２５１を取り囲むよう配置された第２の反射部材２５３によって装飾パネル２５０に向け
て反射させることができる。
【０２１４】
　これにより、パネルユニット２０は、遊技機前後方向に大きな距離をとらずに、ＬＥＤ
チップ２５１から照射された光を広範囲に拡散させることができる。また、本実施の形態
では、ＬＥＤチップ２５１から照射された光を、レンズを用いて拡散させるよりも効果的
に広範囲に拡散させることができ、少数のＬＥＤチップで十分な光源を確保することがで
きる。したがって、本実施の形態に係るパチスロ機１は、限られたスペースのなかで装飾
パネル２５０の光による演出効果を高めることができる。
【０２１５】
　さらに、本実施の形態に係るパチスロ機１において、パネルユニット２０は、導光板な
どのように光を乱反射させて均一に発光させるものとは異なり、ＬＥＤチップ２５１から
照射され反射される光に指向性を持たせることができ、装飾パネル２５０の装飾に対する
明暗をはっきりさせることができる。これにより、さらに演出効果を高めることができる
。
【０２１６】
　また、本実施の形態に係るパチスロ機１は、第２の反射部材２５３がＬＥＤチップ２５
１を中心としたすり鉢状に形成されているので、第１の反射部材２５２によって拡大させ
つつ反射された、より多くの光を効率的に装飾パネル２５０に向けて反射させることがで
きる。
【０２１７】
　また、本実施の形態では、遊技機としてパチスロ機を用いた例について説明したが、こ
れに限定されるものではなく、例えばパチンコ機等、その他各種の遊技機であってもよい
。
【符号の説明】
【０２１８】
　１　パチスロ機（遊技機）
　２ａ　キャビネット（筐体）
　２ｂ　フロントドア
　３　リールユニット
　３Ｌ，３Ｃ，３Ｒ　リール
　３ａ　支持体
　４　表示窓
　１１　液晶表示装置（役物、情報表示手段、画像表示装置）
　１３　メダル投入口
　１６　スタートレバー（開始操作手段）
　１７Ｌ，１７Ｃ，１７Ｒ　ストップボタン（停止操作手段）
　１８　十字キー（情報操作手段）
　１９　腰部パネル
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　２０　パネルユニット
　２６　セレクタ
　２７　ガイドレール
　３０　せり出し部
　３１　突出片
　３２　干渉防止片
　３５　ハーネス
　３６　クランプ
　３７　クリップ
　４３　ホッパ装置
　４４　電源装置
　４５　メダル補助収納庫
　５７　メダル補助収納庫スイッチ
　５７ａ、５７ｂ　メダル検出片
　６７　スイッチ基板
　６７ａ　検出スイッチ
　７２　ＬＥＤ基板
　７８　役物制御基板
　８０　投入センサ（メダル通過検出手段）
　８１　第１のメダル通過センサ（メダル通過検出手段）
　８２　第２のメダル通過センサ（メダル通過検出手段）
　８３　ガイドレール通過センサ（ガイドレール上メダル検出手段）
　９１　主制御回路（主制御部）
　１０１　副制御回路（副制御部）
　１３０　投入口部材
　１３２　投入通路
　１３２ａ　傾斜部
　１３２ｂ　対向面
　１３３　溝部
　１８０　押下部
　１８１　カバー部材
　２００　底板
　２００ａ　排出口
　２２１　役物駆動ユニット（可動装置、周辺装置）
　２３０　駆動モータ
　２３０ａ　駆動軸
　２３１　ピニオンギヤ
　２３２　減速ギヤ機構（出力ギヤ）
　２３２ａ　第１減速ギヤ
　２３２ｂ　第２減速ギヤ
　２３３　ウォームギヤ
　２３５　アーム部材
　２３５ａ　ギヤ部
　２３６　ねじりばね（付勢部材）
　２５０　装飾パネル
　２５０ａ　対向面
　２５１　ＬＥＤチップ（光源）
　２５２　第１の反射部材
　２５３　第２の反射部材
　２６２　案内通路
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　４５０　底部
　４５０ａ　排出孔
　４５０ｂ　突起
　４５１　側面部
　４５１ａ　挿通口
　４５２　底蓋
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】
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